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附属中等教育掛究センタ…

センタ

ンターのセンタ ることになってー

年時 しつつ、また、

を中途から引きジェクト（CoREF)

り組みつつセンター業務を進めてきました。

さて、ここにセンター紀要第十三号をお届けさせて頂きます。

今回は、二本の個別論文と報告から措成されています。決して、十分とは言えないと思いますが、

この一年間の中等教育研究センターの活動や研究の成果を反映したものになっているかと思います

ので、ご批正のほど宜しくお願い致します。

めぐる状況は、着実に変わってきました。

の附属高校生の参加は来年度で五年目を迎えますし、名古崖大学と

る中津川セミナーも四年目を迎え、「名大型高大連携jとも言うべき取り組みは、いよいよ本格的

日
口 ヘナ

なものとなりつつあります。また、一昨年震にユネスコ・スクールの認証を受けて以来、

学のG30（グローパル・サーティ）に連携した企画は飛躍的に発展し、国際化についてもこれまで

になかった新たな展開が見られるようになってきています。このように附属学校がこれまで蓄積し

てきた豊かな中等教育の成果をもとにして、名吉屋大学とどのようなかたちで実質的

き上げ、高等教育にいかなる貢献をしていくのかが問われています。

中等教育研究センターは、普遍的な中等教育の問題だけではなく、まさに私たちの手元にある中

である約農学校の具体的な事例を通して、教育・研究活動を展開していくことが求めら

れています。

この四月からは、教育学部前属中学・高等学校の校長である大谷指教授にセンター長を引き継い

で頭くことになります。

今後ともご指導、ご鞭撞のほど宜しくお願い申し上げます。
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